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ケノレン市の中心から離れた静かな住宅街の一角にある
ケノレン大学遺伝研究所は 4つの部門に分かれ，私の所属
している免疫部門には KlausRajewsky教授を始めと
するスタッフ， 研究員，学生の総勢23名が働いていま
す。免疫研究者にとって，ここの研究室は魅力的な場所
のーっとなっているだけに外国人の出入が頻繁で，現在
アメリカ，イギリス，フィンランド，デンマーク等世界
各国から集つまった 9名の外国人研究者が働いていま
す。そのためか研究室内で、は英話が公用語となっていて，
ドイツ語を聞くことはほとんどありません。一般にドイ
ツの他の研究室ではすべてがきっちりとしていて上下関
係も厳しく，固苦しい所があるように聞いていますが，
ここでは Rajewsky教授の暖かい人柄を反映してかす
べてがざっくばらんで，だれもがのびのびと楽しく働い
ています。
研究費は他のドイツの大学の研究室に比べて多額の予
算(人件費を含めて年間約 1億 2千万円)によって賄わ
れ，機械，実験器具類の数も多く，実験動物もすぐ必要な
数だけ揃えることが出来てなんとも羨しいかぎりです。
研究室の中心のテーマは，抗体及び T細胞受容器 
(receptor) の抗原結合部位 (variable region)， また
は抗体の classに対する遺伝統御の解析で，それらが種
々の方法を用いて精力的に研究が進められています。同
時にT細胞に特異的に表現される細胞膜抗原，あるいは
マウスの第17番目の染色体上に位置する遺伝子の影響下
にある H・2抗原についても， その遺伝統御のしくみが
多くの研究者によって研究されています。
千葉大免疫とこことを比較してみますと，研究費は別
として違いはあまりないように思えます。確かに機械類
は豊富ですが日本にはないといったような物はなく，研
究者，アシスタント共に勤勉で昼夜たがわず，土日，祭
日も関係なく働いているし(こちらの人達はどんなに忙
しい時でも自分の趣味の時間は絶対に確保しているとい
った違いはあるにしても)， また狭いスペースの中で多
くの人達が和気あいあいと働いていることなど似通った
点が沢山あります。イギリス人は常に「ここは teatime 
がなく皆がつがつ働いているし， しかも研究室を不潔に
する人が多い」といってこぼしていた・り，アメリカ人は
「毎日のように教授からどんな結果が出たのか開かれる
のでやりにくい」といっていますが，私から見るとそれ
程のことのようには思えません。一つの大きな違いは，
これがドイツで一般的なことかどうかは知りませんが，
ここではグループ制の研究といった型をとらずテーマの
選択，研究方法，論文作製までが大学院学生に至るまで
個人個人にまかされていることです。勿論，その問教授
との綿密な discussionによって相互が納得した時点で
方向が定められて行くわけですが，すべての進行が個人
の能力に依存しています。このような土壌のもとで、育っ
て来た学生は個性が豊かで，優秀な能力の持主であれば
ある程，私の実験，私の結果，私が何を考えているかに
絶対の重きを置き， discussion でも経験の程度にかか
わらず絶対あとには引きませんし，中には方々に手紙を
出し旅費滞在費付きでアメリカに渡り講演をして帰って
来る学生もいてその度胸のよさには本当にひ、っくりして
います。このような個人に基づいた研究システムは，主
として豊富な予算があり研究結果をあまりあせらない
(ドイツ国内での諸機関への研究報告は 3年に 1回でよ
い)ということによって，初めて許されるシステムであ
るということが出来ると思います。研究に対する個人主
義ということは， どの場面でもはっきりしていて，猫の
手も借りたい程忙しく働いている人の隣りで悠然とパイ
プをふかし新聞を読んで、いる人や，昼間から自分の趣味
の楽器をいじっている人がいたり，子供片手に研究を続
けている女性研究者がいたりといった具合に皆それぞれ
が自分のペースを守って仕事をしています。またハサ
ミ，マジックベンから細胞培養に必要な緩衝液までが個
人所有に属し，共通で同じ物を使うということはめった
にありません。
さて実際の学生教育はどのようなシステムになってい
るかというと，ここには 200人の生物専攻の学生が出入
りしていますが，彼等は主科目である動物学，植物学と
副科目である遺伝学，免疫学の一定の講義を受けた後実
習に移ります。実習は大実験コースと小実験コースに分
けられていて，将来研究者をめざす人は大実験コースを
選択しなければなりませんο ここではそれぞれの研究室
のスタッフの指導のもとに白から研究プランを練りそれ
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に基いて 3カ月の問に実験成果をあげて論文を作製しな
ければなりませんので，学生達は皆必死で、実験に取り組
んでいます。それと同時にスタッフも学生の実習指導に
かなりの時間をかけなければならず，なかなか大変のよ
うです。 Diplomaの試験と論文審査に合格した学生が
大学院に進む資格を得てそれぞれの研究室に属し，スタ
ッフ，研究員と同等に仕事を続けていくわけで、す。
ケルンはドイツにある数多くの地方都市の一つで、しか
、
ないわけですが，ケノレンに限らずいくつかの地方都市に
数々の特色を持った大学，研究所がそれぞれ充実した環
境のもとに置かれ相互の交流もさかんです。ここに来て
からもう一年になりましたが，その間ドイツの基礎研究
に対する情熱を目のあたりに見て，厳しい環境の中で研
究室全員の超人的な努力によって幾多の世界的な研究成
果を生み出した千葉大学免疫の素晴しさを改めて認識し
ている今日この頃です。
